
未来のトップアーティスト等の国際的活動支援事業
現状・課題

事業内容

令和７年度予算額 128百万円
（前年度予算額 128百万円）

文化芸術のグローバル展開の推進

■ 分野ごとの特性はあるものの、世界的に訴求力のあるポップカルチャー領域も含
め、将来的に国際舞台での活躍が期待される才能ある若手のアーティスト等を
発掘し、国際的な評価を高めるための支援及び環境が整っていない。
■ アーティストだけでなく、コンテンツ等の文化芸術資源のプロデュース、発信及び
流通のコーディネートができ、かつ多言語でそれらを行える人材が不足している。
■ 国際的な評価形成が海外の専門家・文化施設間のネットワーク内で形成され
る場合が多いものの、我が国の専門人材のこういったネットワークへのアクセスや
ネットワークづくりの機会が限られている。

●新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 2024改訂版（令和６年６月21日閣議決定）
３．コンテンツ産業活性化戦略
（２）海外展開及び世界に通用するコンテンツの制作・流通の促進
海外展開を促進するため、海外への進出に際しての制作会社に対するビジネス展開の支援、国際見本市
や国際映画祭における出展支援や、若い人に対する留学支援や国内での学びの場の整備等を実施する。
また、放送番組・音楽等の世界に通用するコンテンツの制作・流通とともに、海外での評価形成基盤の構
築、地方での取組やコンテンツ産業の活性化等に取り組む。
●新たなクールジャパン戦略（2024 年６月４日知的財産戦略本部決定）
Ⅱ－（ⅰ）コンテンツ ４．対応方針・今後の取組（４）コンテンツ産業を支える人材を強化する
日本の文化芸術の国際発信強化とグローバル展開をビジネスの考え方を取り入れつつ効果的・戦略的に
進めるため、トップレベルのアーティスト等を発掘し、当該芸術分野における国際的な中心地域のほか、今
後の経済成長やグローバルサウスの観点も含めて、グローバルレベルでのキャリアを積むことができる場への参
加支援・マッチング、海外におけるネットワーク構築やプロモーション活動に関するサポート等の総合的な支援
プログラムを官民共同で実施する。

・ アーティスト等の国際的な評価形成に向けて、国際的に重要な地域においてアーティスト及び専門家間のネッ
トワーク構築を後押しし、日本のアーティストをグローバルに価値付けていくための拠点を形成する。

・ 国際舞台での活躍が期待される傑出したアーティストの海外での活動を後押しするため、グローバルな文化や
評価システムを十分に理解した上で、拠点を中心にアーティストの評価形成に係る戦略的な文化芸術プロデュ
ース力を組み合わせた海外展開を推進する。

・ 関係省庁・機関（在外公館・JETRO・国際交流基金・JNTO等）とも連携しつつアーティスト等を支援する
体制を構築。

コーチェラ・フェスティバル
カリフォルニア州のコーアチェラ・バ
レーで開催される世界最大規模
の音楽フェスティバル。

ヴェネチア・ビエンナーレ
ヴェネチアで開催される世界を代
表する国際美術祭。美術展と
建築展が隔年で開催される。

■ トップアーティストのグローバルな活躍の舞台の例
・ 各分野のトップアーティストやプロデューサー等のキャリアパス上の成功要因を調査するとともに、当該分野に
おける評価形成の構造や傾向、ステークホルダーを明らかにし、それらを分析した上で、アーティスト等の活
動支援プログラムに反映する。

■ アーティスト等の国際的活動支援

■ 評価形成の構造等の調査

アウトカム（成果目標）

グローバルなトップアーティスト等のとのネットワークの
構築、現地での評価形成に繋がる活動の実施

・トップアーティスト等の戦略的な海外派遣・活動支援（年間：3件）
・各分野の基本構造及びマーケット等の調査・分析（年間：1分野）

アウトプット（活動目標）

世界的に権威のある国際芸術祭等への参
加・入賞や劇場等での公演実績の増。国際
的なマーケットでの作品等の流通

アウトカム（成果目標）
中期（令和8年頃） 長期（令和11年頃）

（担当：文化庁CBX事業推進室）

（別添資料１）
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